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報告１ 「よこすか環境フォーラム 2018」の実施結果について 

 

１ 目的 

環境活動団体や学校などの環境に関する取り組みを、発表、展示することにより、

一般市民に対して、その活動を広く周知するとともに、各主体の交流も深める。 

 

２ 日時 

日時：平成 30年１月 27日（土）12時 30分開場～16時 20分閉場 

会場：ヨコスカ・ベイサイド・ポケット 

来場者数：263人 

 

３ イベント構成 

（１）オープニング 13：00  

 

（２）表彰式 13：00～14：00 

「夏休みエコチャレンジ」（３団体） 

「横須賀いいね★エコ活動賞」 

一般の部（３団体） 

学校短期活動の部（４団体） 

「環境ポスターコンクール」受賞者 22人（内欠席３人） 

 

（３）発表！私たちのエコ活動 14：20～15：00 

  （※野比東小学校は当日都合により、欠席） 

 

（４）ステージイベント 15：10～16：10 

  世界一○○なお天気アトラクション「スカッコ・イン・ザ・スカイ」 

講演者 モテサク（茂木
も て き

耕作
こうさく

氏） 海洋研究開発機構（ＪＡＭＳＴＥＣ）研究員 

 

  

学校名 活 動 の 発 表 内 容 

追 浜 小 学 校 総合的な学習の時間で学区の清掃活動をしてみんなで考えたこと 

城 北 小 学 校 
一年をかけて平作地域本来の自然環境を取り戻すために活動をしたこ

と 

大塚台小学校 総合的な学習の時間で外来生物について考え、活動をしたこと 

野比東小学校 総合的な学習の時間で観音崎や野比海岸で海岸清掃で知ったこと 

資料１ 
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（５）フロア展示 12：30～16：20 

展示者 展 示 内 容 

追 浜 小 学 校 猿島自然観察会で考えたこと 

城 北 小 学 校 
観音崎・猿島自然観察会をもとに、平作地域の自然環境について

考え活動したこと 

大塚台小学校 吉井の自然や外来生物の問題について 

野比東小学校 猿島自然観察会で学んだ事を新聞にした 

鶴久保小学校 環境守り隊として節電に取り組んだこと 

田 戸 小 学 校 猿島自然観察会で学び考えたこと 

神 奈 川 県 

環 境 計 画 課 

地球環境問題を自分のこととして考え、解決するための 90 の行

動メニューから、自分が取り組みたい項目を 10個選んで宣言する、

「マイエコ 10（てん）宣言の普及活動を実施した。 

神 奈 川 県 

資源循環推進

課 

今回はレジ袋削減の取り組みとして「手作りマイバック教室」を

開催した。 

 

 

４ アンケート結果概要（アンケート回答 30人） 

（１）来場者 

「表彰式」や「活動発表」を目的とした来場者（小中学生及びその保護者）の割

合が約７割、「フロア展示」を目的とした来場者が約１割、「ステージイベント」を

目的とした来場者は約２割だった（表１・図１）。20 代、30 代の来場者が少なかっ

た。 

 

（２）実施内容 

・良かった内容は「活動発表」が約７割で、続いて「ステージイベント」であった

（表２・図２）。 

・今後期待するアトラクションとしては「講義・セミナー」が約４割、続いて「企

業の取り組み・環境技術」が約３割であった（表３・図３）。 

 

（３）自由意見（一部抜粋） 

・講演での子どもたちの積極的な参加が良かった。地球温暖化について子どもたち

が考えるきっかけになったと思う。 

・講演は楽しく参加型で良かった。すべての活動団体の発表を聞きたい。展示を見

たい。 

・小学生の発表のレベルが高くて驚いた。 
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・活動発表が一番良かった。日々の取り組みから一生懸命発表のために努力してい

た様子が伝わった。 

・指導にあたった先生方の苦労も思いながら聞かせて頂いた。 

・スカッコ・イン・ザスカイは講演とはまた違う感じで子どもたちには楽しそうで

あった。こういうのも楽しい。 

・ＪＡＭＳＴＥＣの研究員の方の講演がとても良かった。 

・環境問題はこれからも大切なことだと思うので、どんな取り組みをされているの

か発表などでその一端が分かると思い来てみた。 

・展示なども見たり読んだりして、どんな取り組みをしてきたのかが分かり、ここ

までの過程が伝わった。 

・ホームページでの案内がもう少し早いといいと思う。 

・会場をイオンなどのオープンスペースを使って、より多くの人に見てもらうと良

い。 

 

 

表１ 来場目的（複数回答可） 

 表彰式 
発表!私たち 

のエコ活動 
ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ フロア展示 その他 合計 

回答(件) 9 23 12 7 0 51 

割合(%) 17.6 45.1 23.5 13.7 0.0 100 
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図１ 来場目的の割合 
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表２ 一番よかったプログラム（ひとつ選択） 

 表彰式 
発表!私たち 

のエコ活動 
ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ フロア展示 その他 合計 

回答(件) 2 21 7 0 0 30 

割合(%) 6.7 70.0 23.3 0.0 0.0 100 
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図２ 一番よかったプログラムの割合 

 

表３ 今後期待するアトラクション（複数回答可） 

 音楽ｽﾃｰｼﾞ 映画上映 講義・ｾﾐﾅｰ 
企業の取り組

み・環境技術 
その他 合計 

回答(件) 6 7 16 12 0 41 

割合(%) 14.6 17.1 39.0 29.3 0.0 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 今後期待するアトラクションの割合 
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よこすか環境フォーラム 2018  スカリンへ環境メッセージ 

節電 節水 自然 ごみ エコ その他 合計(枚) 

12 7 22 27 5 6 79 

 

 

 

節電 

15.2％ 

節水 

8.9％ 

自然 

27.8％ 

ごみ 

34.2％ 

エコ 

6.3％ 

 

節電 

7.6％ 

 


